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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢化が進行している日本人一般女性集団を対象とし、潜在性動脈硬化、
脳萎縮、認知機能障害の実態と関連要因を明らかとし、その予防法を解明することを目的とした。研究開始当初
より基盤A研究2期分目標対象者数800名に対し調査実施予定とし、平成27～29年度には第1期調査を行い、今回平
成30年～令和3年の度に第2期調査を行った。第1期に草津市住民基本台帳より60～85歳の女性を無作為抽出し
た。第1期では同意を得た266名、第2期では同293名に対して、胸腹部CT検査、頭部MRI検査、頚部超音波検査、
認知機能検査、身体機能評価、血圧測定、心電図検査、血液・尿検査、など多岐にわたる調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to investigate the prevalence of subclinical 
atherosclerosis and the brain atrophy in the general population of Japanese women, and to clarify 
the relevant factors. Our target number of subjects of this study was 800. We have successfully 
conducted survey on 266 women in 2015-2017 and on 293women in 2018-2021, who were randomly sampled 
from local residents in Kusatsu city, Shiga. We have performed chest and abdominal computed 
tomography, head magnetic resonance imaging, carotid artery ultrasound, cognitive function test, 
physical function tests, blood pressure measurement, blood and urine test, and electrocardiogram to 
the subjects. 

研究分野： 疫学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
申請者らの研究グループではこれまで約1500名の一般地域住民ランダムサンプルを対象に潜在性動脈硬化および
脳萎縮の実態解明と関連要因に関する疫学研究を実施し、多くの成果を上げてきたが、その対象者の殆どが男性
であった。本研究では、日本人女性における動脈硬化性疾患・認知症の予防方法を解明することを目的に、世界
で最も高齢化が進行しているわが国の一般地域住民の女性ランダムサンプル558名を対象に、①潜在性動脈硬化
(胸部CT、頭部MRI、超音波検査による冠/脳/頸動脈硬化)の実態と関連要因、②脳萎縮(頭部MRIで評価)の実態と
関連要因、③体脂肪蓄積状態(胸腹部CTで評価)の調査を実施することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
背景①．滋賀動脈硬化疫学研究（SESSA）の経過と実績：申請者らの研究グループはこれまで、
滋賀県草津市在住の一般地域住民を対象として、潜在性動脈硬化およびその関連要因に関する
詳細かつ厳密な疫学研究を実施してきた。すなわち 2001-2004 年に 40-49 歳の 300 名を対象とし
て実施した潜在性動脈硬化の日米比較研究 ERA-JUMP、それに引き続き 2005-2008 年に 40-79 歳
の 1200 名を対象として実施した滋賀動脈硬化疫学研究（Shiga Epidemiological Study of Subclinical 
Atherosclerosis, SESSA）であり、国際的に標準化された方法で胸部 CT 検査による冠動脈石灰化、
超音波による頸動脈硬化の評価等を行った。冠動脈石灰化は確立された潜在性動脈硬化の評価
として欧米の地域一般住民を対象とした疫学研究（米国の MESA、CARDIA、オランダの
Rotterdam Study）で用いられているが、わが国では我々の研究が唯一のものであり、その日米比
較において、現在も日本人では石灰化が少ないこと、ハワイ日系人では米国白人以上に進行して
いること、日米差は若い世代ほど縮まっていること、など貴重な知見を報告してきた。国際比較
は Pittsburgh 大学や米国 MESA の研究者と共同で実施した。また、これら動脈硬化の関連要因と
して胸腹部 CT による内臓脂肪等の異所性脂肪、NMR によるリポ蛋白粒子サイズ、ω-3 系脂肪
酸をはじめとする血中脂肪酸など多様な要因を測定し、潜在性動脈硬化との関連を報告してき
た。対象者においては約 5 年後の追跡調査も行い、動脈硬化進展の要因についても検討してい
る。しかし、これまで計 1500 名の対象者の 9 割以上が男性であり、日本人女性における潜在性
動脈硬化の実態および関連要因が不明のままとなっており、研究開始が喫緊の課題となってい
た。 
背景②．頭部 MRI による無症候性脳血管障害・脳萎縮の定量的評価：SESSA 対象者においては
2011-2014 年の追跡調査に参加した 40-79 歳男性 800 名において頭部核磁気共鳴画像（MRI）検
査を実施し、無症候性脳血管障害および脳萎縮の評価も実施した。海馬傍回萎縮は早期アルツハ
イマー病のリスク評価において重要であり、対象者では認知機能検査も実施している。また、近
年、脳血管病変を有するアルツハイマー病や混合型認知症の存在も明らかとなり、動脈硬化と認
知症との関連が指摘されている。しかしながら、わが国の一般女性を対象としたこれらについて
の詳細な検討はほとんどない。高齢化が急速に進む中、女性における認知症の実態や予防に関す
る研究は急務であり、SESSA の経験を活かした女性対象の研究が必要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
前述のように、申請者らの研究グループでは、これまで約 1500 名の一般地域住民ランダムサ

ンプルを対象に潜在性動脈硬化および脳萎縮の実態解明と関連要因に関する疫学研究を実施し、
国際比較を含む多くの成果を上げてきた。しかしその対象者のほとんどが男性であり、日本人女
性における知見集積が喫緊の課題であった。本研究では、世界で最も高齢化が進行しているわが
国の一般女性集団を対象として、①潜在性動脈硬化（胸部 CT による冠動脈硬化、頭部 MRI に
よる脳動脈硬化、超音波検査による頸動脈硬化）の実態と関連要因、②脳萎縮（頭部 MRI で評
価）の実態と関連要因、③体脂肪蓄積状態（胸腹部 CT で評価）を明らかにし、日本人女性にお
ける動脈硬化性疾患および認知症の予防方法を解明することを目的とした。第 1 期調査の計画
当初は 6 年計画（3 年 2 期）、60～85 歳女性 800 名を対象とした研究を行う予定としていたが、
第 1 期調査が 300 名弱であったため、本申請では第 2 期調査: 4 年間 500 名の調査を目標とした。 
 
３．研究の方法 
第 1 期調査のはじめに、住民基本台帳法に則り滋賀県草津市一般住民から閉経後の 60 歳から

85 歳の一般住民女性 3,200 名を無作為に、5 歳年齢階級毎の対象者数がほぼ均等になるように抽
出した。また、本研究代表者・分担研究者らが過去に実施した、同地域から無作為抽出した一般
住民男性における疫学研究では応諾率は約 40%であったため、これを考慮し対象者の抽出を行
った。無作為抽出された対象者には郵便及び電話で研究への参加を依頼した。第 1 期調査の計画
当初は 6 年計画（3 年 2 期）、60～85 歳女性 800 名を対象に実施する予定としていたが、第 1 期
調査完了人数が 300 名弱であったため、本申請では第 2 期調査: 4 年間 500 名の調査を目標とし
た。 
調査は、滋賀医科大学病院に隣接する滋賀医科大学 NCD 疫学研究センター（2021 年 3 月末

までは アジア疫学研究センター（その後名称変更）、以下同様）内の疫学研究専用クリニックで
行った。対象者には、研究者から研究内容の説明を行い、書面にて研究参加の同意を得た。対象
者に対して、胸腹部 CT、頭部 MRI、頚部超音波、認知機能検査、身体機能評価、血圧、心電図、
血液・尿検査、生活習慣質問調査等など多岐にわたる調査を実施した。調査および分析プロトコ
ールは、本研究代表者・分担研究者らが同地域一般住民男性において既に実施した、または実施
中である疫学研究の際に用いた、標準化されたプロトコールを改訂し、さらにテストランを行い、
その問題点について検討し、確立した。 
撮影された胸腹部 CT 画像、頭部 MRI 画像、頸部超音波画像等については、順次、精度管理

を行いつつ、研究者により無症候性脳血管障害評価（ラクナ梗塞、大脳白質病変、微小出血、脳
動脈狭窄）、脳体積測定、冠動脈・大動脈石灰化評価、内臓脂肪など異所性脂肪測定、頸動脈硬



化評価の測定を国際比較に耐えうる方法で行った。血清脂質、血糖値等、主要な血液検査項目に
ついては十分な精度管理の下、順次測定を行った。将来、遺伝子、新興バイオマーカー、メタボ
ローム等を測定するために、血液検体・尿検体は細かく分注して NCD 疫学研究センター内の超
低温フリーザーに保存した。各検体を整然と保存するため、バーコードを用いた電子管理とした。 
画像診断結果、血液検査結果等については、調査責任管理医師がすべて最終判定を行い、コメ

ントと共に対象者に返却した。 
定量化された無症候性脳血管障害、冠動脈・大動脈石灰化指数、脳体積、内臓脂肪面積、採血・

尿検査等、調査により得られた情報は、適宜データクリーニングを行い、順次データベース化を
行った。 
 
４．研究成果 
先行する平成 27～29 年度 第 1 期調査では 266 名に対して調査を完了し、今回本申請による

第 2 期調査（平成 30 年～令和 3 年度）では計 292 名の調査を完了し、累計で 558 名の調査が完
了した。調査実施回数は、第 1 期 61 回、第 2 期 70 回、合計 131 回であった。 
なお、2020 年初頭からの新型コロナウィルス感染拡大に伴い、2020 年 4 月～9 月および 2021

年 8 月～10 月に継続的調査の中断を余儀なくされた。このため、調査の実施が目標よりも大幅
に遅れ、目標 800 名のところ最終的に 558 名にとどまった。最終年度である 2021 年度には、遅
れを少しでも取り戻すべく研究協力者の協力のもと調査を精力的に行ったが、それでもなお目
標人数には届かなかった。 
新型コロナウィルス感染拡大後の調査再開にあたっては、滋賀医科大学附属病院における感

染予防方針に倣って新たに独自の調査時対応マニュアルを作成し、マスク・ゴーグルの着用やパ
ーテーションの設置、手洗い・アルコール消毒、適切な距離をとるなどの対応を徹底して行い、
感染予防に努めた。幸い、調査に関連して特に感染を生ずることなく調査を完遂できた。 
今後、定量化された各指標や検査結果のデータベースを最終的に完成させ、順次データ解析を

行い、学会・論文発表による研究成果の報告を行っていく予定である。 
 
ここでは、2022 年 3 月末時点で調査が完了した 558 名についての調査結果の概要を以下に簡

単に示す。 
第 1 期・第 2 期調査を通じて調査を完了した計 558 名の対象者全体において、平均年齢は 74.7

±5.5 歳、平均 BMI は 23.0±3.2 kg/m2、現在喫煙習慣があるものは 15 名(2.7％)、同じく飲酒習
慣があるものは 250 名(44.8％)であった。また、診察室における血圧は、平均収縮期血圧 134.2±
18.4mmHg、平均拡張期血圧は 73.8±10.1mmHg であった。各年代別の対象者特性は、表 1 の通
りであった。 
画像診断結果、血液検査結果などは、医師が最終判定を行い、コメントと共に対象者に返却し

た。第 1 期・第 2 期調査を通じて 324 件の所見異常が認められた。内訳は、CT 検査 12 件、12 
誘導心電図検査 14 件、認知機能検査 3 件、頸動脈エコー検査 26 件、呼吸機能検査 58 件、24 
時間心電図検査 28 件、24 時間酸素飽和度測定検査 98 件、頭部 MRI 検査 75 件、その他総合
所見 10 件であった。 
 
 
表 1. 女性コホート SESSA Women の対象者特性 （2022 年 3 月までの調査分） 

                    
  60 代 70 代 80 代   

    63～69 歳 70～79 歳 80～85 歳 計 

人数 名 170 292 96 558 

年齢 歳 69.1 ±1.4 75.1 ±3.6 83.4 ±1.7 74.7 ±5.5 

BMI kg/m2 22.7 ±3.1 23.2 ±3.3 22.9 ±3.3 23.0 ±3.2 

診察室 平均収縮期血圧 mmHg 131.1 ±17.2 136.5 ±18.5 132.7 ±19.6 134.2 ±18.4 

    平均拡張期血圧 mmHg 74.3 ±9.2 74.4 ±10.4 70.9 ±10.4 73.8 ±10.1 

現在喫煙 % 3.5 2.7 1.0  2.7 

現在飲酒 % 54.1 43.4 32.3 44.8 
連続変数は平均値±標準偏差、カテゴリー変数は割合(%) 
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